
1．Electronic System Level（ESL）
設計環境を用いたハードウェア/
ソフトウェア協調設計・検証

マルチメディア機器，イメージング，次世代携帯電話と

いった先進機器向けのSystem On a Chip（SoC）やシステ

ムでは，膨大なデータをリアルタイムに処理するためのイ

ンターコネクトとメモリ・サブシステムの最適化が大きな

課題になっています．このようなシステムを開発する上で

重要になるのは，新規に追加される機能をハードウェア

（以降HW）とソフトウェア（以降SW）のどちらで実現する

かといった分割方法を熟慮する必要があります．また，モ

ジュール単体でのパフォーマンス検討だけでなく，システ

ム全体のパフォーマンスが仕様を満たすことを設計早期に

検討・検証することが必要です．

さらにマルチコア化に伴って増大し続けている，ソフト

ウェアの早期開発とデバッグも重要な課題となっています．

これらの問題を解決可能なElectronic System Level（ESL）

設計環境としてCoWare Platform Architect（米国CoWare

社）を紹介します．

● CoWare Platform Architectを使用した設計フ

ロー

¡モデリング

ESLツールを用いたHW/SW協調設計・検証を行うた

めには，HW部品をモデリングする必要があります．その

ためのツールとしてCoWare Platform Architect（以降PA）

があります．HWモデルを作成するために最適な言語は

SystemCです．SystemC言語の使用により，ツールに依

存しないモデル開発が可能になると同時に，CoWare社や

各社が提供するSystemCベースのIPモデルと容易に統合

できます．CoWare社が提供している SystemC Model

Wizardを使用すると，ポートやレジスタ，パラメータな

どの情報をGUI上で設定するだけで，ツールがSystemC

のテンプレートを自動生成するため，SystemCに不慣れ

なエンジニアであっても短期間でSystemCモデルを開発

できます（図1）．

¡インターコネクトとメモリ・サブシステムの最適化

すでにSWが存在している場合は，既存のSWを活用し

たアーキテクチャ検討が可能ですが，SWが開発される前

に協調設計を実施するためにはトラフィック・ジェネレー

タが有効です．CoWare社では GFRBM（Generic File

Reader Bus Master）と呼ばれるトラフィック・ジェネレー

タや，AMBA，AMBA3.0 AXI，SMXなどのバス・モデ

ル，メモリ・サブシステム・スタータ・キットなどを用意

しています．設計者はこれらのモデルやキットを使用して

図2のようなシステムを構築し，SWが開発される前から

高精度のパフォーマンスの見積もりとアーキテクチャの最
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図1 SystemC Model Wizard画面例

本誌2009年 4月号から紹介しているARM7シミュレータVirtual Platform Analyzerは，それ単体で使用するツールで
はない．ASIC（Application Specific Integrated Circuit）やSoC（System On a Chip）の設計において，ハードウェアとソ
フトウェアの協調設計が容易なElectronic System Level（ESL）設計環境ツール群の一つである．ここではESL設計ツー
ルの利点などについて紹介する． （編集部）
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ARM7シミュレータVirtual Platform AnalyzerはESL設計ツールの一部 特集関連記事


